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近年開発された透明セラミック Ba(Zr,Mg,Ta)O3 (BZMT)は、複合ペロブスカイト構造を主結晶層

とした無秩序型構造を有する disordered セラミックである。無秩序型構造を持つことから、活性

イオンを添加することで広い利得帯域幅が得られるため、超短パルスレーザー用の利得媒質とし

て有望であり、我々は研究を続けてきた。2011 年に Nd3+添加 BZMT を用いて初めてモード同期発

振を報告している[1]。また、Nd3+イオンを A-site へ添加すると最も高い発光量子効率が得られる

ことを明らかにしている[2]。現在、より高出力なモード同期動作を目指し、ロッド状の A-site Nd3+

添加 BZMT セラミックを用いて、連続波(CW)発振実験と受動モード同期実験を行っているので今

回報告する。 

本実験では、φ3.5 mm×10 mm のロッド状に加工し、端面に高反射(HR)および無反射(AR)コー

トを施した、焼成条件の異なる 2 つの 1 mol.% Nd:BZMT セラミック（試料 1,試料 2）を用いた。

CW 発振実験で得られた入出力特性を図１を示す。試料 1 について最大出力 1.7 W、スロープ効率

38.1%が得られた。また、試料２については最大出力 808 mW、スロープ効率 20.7%であった。試

料 2 の効率が試料 1 に比べ低い原因として、試料 2 は粒成長を抑えて作製しているため、散乱が

大きいことが原因と考えられる。図 2 に受動モード同期実験の実験配置図を示す。モードロッカ

ーには半導体可飽和吸収ミラー(SESAM)を用い、分散補償鏡(CM1,2)を用いて共振器一周あたり約

-4000 fs2の負分散を与えた。出力透過鏡(O.C.)の透過率は 0.3%、SESAM の変調深さは 1.2%のもの

を使用した。その結果、両試料で受動モード同期に成功したが、試料 2 についてより良い結果が

得られたので以下に結果を示す。平均出力 96 mW (@4.79 W 励起パワー)時にモード同期が始まり、

最大平均出力 124 mW (@6.13 W 励起パワー)を得た。繰り返し周波数は約 72 MHz だった。発振時

のスペクトルを図 3 に示す。半値全幅は 1.78 nm である。パルス列に不十分な利得飽和に起因す

る CW のオフセットと緩和発振が見られているため、現在共振器の最適化を行っている。詳細は

当日報告する。 

[1] H. Kurokawa et. al., Opt. Mat., 33 667-669, (2011). 

 [2] 黒川裕章, 電気通信大学大学院平成21年度修士論文.  
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図 1.入出力特性 図 2.受動モード同期発振の実験配置図 図 3. 発振スペクトル 
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